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以
前
、
書
い
た
よ
う
に
日
本
貿
易
振
興

機
構
の
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
に
よ
る
と
、

２
０
２
３
年
の
ド
イ
ツ
の
電
力
消
費
に
占
め

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、「
再
エ
ネ
」）

の
割
合
が
、
51
・
６
％
と
な
り
、
初
め
て

50
％
を
超
え
た
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
）
の
２
０
２
２
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
既
に
電
力
消
費
の
81
％
が
、

風
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
ま
だ
再

エ
ネ
率
が
数
％
の
段
階
で
電
力
各
社
か
ら
送

電
線
の
「
空
き
容
量
」
が
な
く
、
こ
れ
以
上

の
再
エ
ネ
の
接
続
は
困
難
と
い
う
議
論
が
な

さ
れ
た
。
欧
米
で
は
、
遥
か
に
多
く
の
再
エ

ネ
が
送
電
線
に
接
続
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
る

の
に
、
な
ぜ
我
が
国
だ
け
再
エ
ネ
が
入
ら
な

い
と
い
っ
た
議
論
が
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
で
は
送
電
線
の
「
空
き
容
量
」
が
な

い
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
送
電
線
の
空
き
容
量

と
い
う
の
は
、
現
状
で
送
電
線
を
流
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
電
力
「
想
定
潮
流
」
と
送

電
線
の
最
大
の
送
電
能
力
の
差
で
あ
る
。
差

が
な
い
の
で
新
規
発
電
所
は
送
電
線
に
接
続

さ
せ
ず
に
門
前
払
い
す
る
と
い
う
論
理
で
あ

る
。
し
か
し
、
想
定
潮
流
自
体
が
、
実
は
現

状
需
要
を
既
存
発
電
所
で
賄
う
場
合
に
送
電

線
を
流
れ
る
現
状
電
力
潮
流
を
算
出
し
た
も

の
な
の
で
、「
空
き
容
量
」
の
計
算
段
階
で
需

要
を
先
に
既
存
発
電
施
設
に
優
先
的
に
割
り

振
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
電
力
需

要
自
体
は
短
期
間
で
大
き
く
変
わ
ら
な
い
の

で
、
送
電
線
は
基
本
的
に
需
要
を
賄
う
の
に

必
要
・
十
分
な
設
備
能
力
で
無
駄
な
く
作
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
需
要
ピ
ー
ク
時
に
送
電
線

が
目
一
杯
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
多

く
、
こ
う
い
っ
た
送
電
線
で
は
「
空
き
容
量
」

が
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
「
空

き
容
量
」
が
な
い
と
い
う
の
は
、
既
存
発
電

で
送
電
線
は
満
杯
な
の
で
新
規
の
発
電
は
入

れ
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
で
は
後
発
の
再
エ
ネ
が
入
る
見

込
み
は
な
い
。

実
は
、
欧
米
で
20
年
前
に
行
わ
れ
た
電
力

改
革
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
既
存
発

電
の
送
電
線
先
取
」
を
止
め
て
、
新
旧
発
電

が
送
電
線
利
用
で
公
平
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に

送
電
線
の
「
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
」
を
実
現

す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
欧
米
で
は
、
送

電
線
に
発
電
所
が
接
続
す
る
こ
と
を
基
本
的

に
制
限
し
な
い
。
ど
の
発
電
所
の
電
力
を
需

要
に
結
び
つ
け
る
か
は
、
今
ま
で
の
「
先
着

優
先
」
に
代
わ
る
ル
ー
ル
と
し
て
「
発
電
コ

ス
ト
の
安
い
順
」
に
送
電
管
理
者
が
選
択
す

る
。
コ
ス
ト
競
争
に
自
信
が
あ
る
人
は
送
電

線
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
、
電
力
市
場
と
送
電
管
理

の
中
立
化
と
い
う
制
度
改
正
を
行
っ
た
。
し

か
し
、
日
本
で
は
こ
れ
を
形
式
的
に
模
倣
し

た
電
力
市
場
と
送
電
管
理
は
導
入
し
た
も
の

の
、
肝
心
の
「
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
」
と
い

う
本
質
が
欠
け
て
い
た
。
元
々
電
力
会
社
の

頭
の
中
で
は
、「
送
電
線
は
自
社
の
所
有
物
で

ど
の
よ
う
に
使
お
う
と
勝
手
」
と
い
う
意
識

が
強
い
。
送
電
線
は
地
域
独
占
状
態
に
あ
る

の
で
、
電
力
会
社
だ
け
が
使
っ
て
い
た
時
代

か
ら
多
数
の
事
業
者
が
送
電
線
を
共
用
す
る

時
代
に
変
わ
る
と
、
送
電
線
の
在
り
方
も
「
公

道
」
の
よ
う
な
も
の
に
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
欧
米
は
こ
れ

を
20
年
前
に
実
施

し
た
。
電
力
改
革

と
い
う
の
は
本

来
、
信
長
の
関
所

廃
止
、
楽
市
楽
座

の
よ
う
な
も
の
な

の
で
あ
る
。
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